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第
３
回 

定
例
会 
平
成
24
年

－2－

　

９
月　

日
か
ら　

日

１１

１４

の
４
日
間
、
第
３
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、　
２４

年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
を
は
じ
め
６
件
の
補

正
予
算
案
と
「
南
伊
勢

町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
条

例
」
の
他
条
例
の
一
部

改
正
４
件
の
条
例
案
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、

変
更
、
各
１
件
の　

議
１４

案
と
同
意
１
件
、
報
告

２
件
の
説
明
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
承
認
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
一
般
質
問
で
は　

人
１０

の
議
員
が
質
問
に
た
ち

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会

２３

計
歳
入
歳
出
決
算
を
は

じ
め
と
す
る　

件
の
決

１０

算
認
定
は
総
括
質
疑
さ

れ
た
後
、
各
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

24

煙
平
成　
年
度
南
伊
勢
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

24

（
第
2
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

24

（
第
2
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

24

（
第
2
号
）

煙
平
成　

年
度
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補
正

24

予
算 

（
第
1
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

24

（
第
1
号
）

煙
南
伊
勢
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
条
例

煙
南
伊
勢
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

煙
南
伊
勢
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

煙
南
伊
勢
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

煙
南
伊
勢
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

煙
南
伊
勢
町
保
育
所
統
廃
合
委
員
会
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

煙
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

煙
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

※
全
員
賛
成

議　
　

案

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
一

23

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
住

23

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
国

23

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
介

23

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
簡

23

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
下

23

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
戸

23

別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
後

23

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
病

23

院
事
業
会
計
決
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町
上

23

水
道
事
業
会
計
決
算

※
各
常
任
委
員
会
付
託

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

住
所　

南
伊
勢
町
神
津
佐　
64

氏
名　

森
井
幸
代

生
年
月
日

　

昭
和　

年　

月　

日
生
れ

31

12

10

※
全
員
賛
成

煙
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

煙
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

 

煙
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
存
続
と
更
な
る
充
実

を
求
め
る
請
願

煙「
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」

の
着
実
な
実
施
と
教
育
予

算
拡
充
を
求
め
る
請
願

煙
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就

学
・
修
学
支
援
に
関
わ
る

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
請

願
煙
防
災
対
策
を
見
直
し
を
は

じ
め
と
し
た
総
合
的
な
学

校
安
全
対
策
の
充
実
を
求

め
る
請
願

※
全
員
賛
成

同　
　

意

報　
　

告

請　
　

願

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

認　
　

定

煙
農
業
委
員
の

　

議
会
推
薦
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問　

議
員　

町
単
鳥
獣
害
防

止
対
策
費
の
応
募
人
数
と
内

容
は
。

答　

農
林
水
産
課
長

町
単
鳥
獣
害
被
害
防
止
資
機

材
購
入
費
と
し
て
募
集
を
か

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。　
49

人
の
応
募
が
あ
っ
た
。
資
機

材
合
計
1
、0
4
0
万
円
と

な
り
そ
の
1
／
2
の
5
2
0

万
円
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

問　

議
員　

火
葬
場
の
要
望

書
が
区
長
さ
ん
方
々
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
。

答　

住
民
生
活
課
長

五
ヶ
所
地
区
の
区
長
さ
ん

方
々
か
ら
平
成　

年
6
月
に

22

要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

要
望
の
内
容
も
含
め
基
本
計

画
に
折
り
込
ん
で
考
え
て
い

き
た
い
。 

問　

議
員　

地
方
交
付
税
の

交
付
を
遅
ら
す
と
報
告
が
あ

っ
た
が
、
町
に
影
響
が
あ
っ

た
の
か
。
今
後
は
ど
う
か
。

答　

行
政
経
営
課
長

普
通
交
付
税
の
交
付
は
市
町

に
は
予
定
通
り
交
付
を
す
る

と
い
う
こ
と
の
中
で
、
す
で

に
9
月
交
付
と
い
う
か
た
ち

で
収
納
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
市
町
に
は
予
定
通
り

交
付
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。 

問　

議
員　

五
ヶ
所
体
育
館

の
ど
の
部
分
を
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
用
に
改
修
す
る
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

旧
柔
道
場
を
改
修
し
、
高
齢

者
の
方
々
が
い
ろ
い
ろ
な
事

業
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ

に
つ
い
て
も
改
修
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

議
員　

種
苗
生
産
施
設

の
消
耗
品
費
、
修
繕
費
の
内

容
は
。

答　

農
林
水
産
課
長

消
耗
品
費
は
、
南
島
種
苗
セ

ン
タ
ー
の
ア
コ
ヤ
貝
の
水
温

管
理
を
す
る
プ
ラ
ボ
ー
ト

ヒ
ー
タ
ー
5
枚
分
と
ア
コ
ヤ

貝
生
産
用
の
水
槽
5
個
分
の

購
入
費
で
あ
る
。
修
繕
料
は
、

水
槽
6
個
分
の
塗
装
と
ボ
イ

ラ
ー
の
重
油
タ
ン
ク
油
面
計

の
検
出
部
の
取
替
え
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

影
響
と
今
後
は

ど
の
よ
う
な
改
修
に

な
る

応
募
人
数
と
内
容
は

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

消
耗
品
費
・
修
繕
費

の
内
容
は

要
望
書
は

考
慮
さ
れ
る
の
か

改修で健康維持（五ヶ所体育館）

一般会計決算

※（　）％は款別構成比

※決算資料より

歳入

歳入 95億9,449万7,948円歳出 91億4,027万8,537円

歳出

町税
10億5,862万8,220円
(11％)

地方交付税(50.4％)
48億3,597万7,000円

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金
2億8,316万5,114円(3％)

借入金(15.6％)
14億9,741万1,000円

県支出金(6.5％)県支出金(6.5％)
6億2,480万3,963円6億2,480万3,963円

民生費(21.7％)民生費(21.7％)
19億8,173万5,694円19億8,173万5,694円

県支出金(6.5％)
6億2,480万3,963円
国庫支出金(6.8％)
6億5,131万6,623円

分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入、
寄付金
1億2,910万7,472円
(1.3％)

繰入金(0.3％)
3,010万1,575円

繰越金(3.4％)
3億2,864万3,865円

諸収入(1.6％)
1億5,534万1,116円

総務費(16.1％)
14億7,304万2,813円

民生費(21.7％)
19億8,173万5,694円

衛生費(19.5％)
17億8,675万9,054円

農林水産費 5億2,745万8,263円(5.8％)

土木費 6億6,801万5,348円(7.3％)

商工費 1億1,996万9,585円(1.3％)

消防費(5.8％)
5億3,012万2,736円

教育費(6.1％)
5億5,857万6,756円

返済金(13.1％)
11億9,666万498円

議会費(1.1％)
1億336万5,767円

災害復旧費(2.1％)
1億9,457万2,023円

自主財源
依
存
財 源

補
正
予
算　

主
な
質
疑

補
正
予
算　

主
な
質
疑

補
正
予
算　

主
な
質
疑
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一
般
質
問

 

内
閣
府
よ
り
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
た
が
、

当
町
と
し
て
の
見
解
、
想
定

被
害
、
ま
た
減
災
に
つ
な
が

る
具
体
的
な
施
策
は
。

町
長　

内
閣
府
発
表

の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
の
当
町
に
お
け
る
最
大

津
波
高　

ｍ
、
最
短
到
達
時

２２

間
は　

分
と
想
定
さ
れ
、
ま

１３

た
三
重
県
全
体
で
は
、
早
期

避
難
率
の
低
い
条
件
に
お
い

て
、
約　

万
9
千
棟
が
全
壊
、

２３

４
万
３
千
人
の
最
大
死
者
と

な
る
想
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、

大
変
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。
減
災

の
施
策
は
、
耐
震
診
断
、
補

強
工
事
及
び
家
具
固
定
の
推

進
に
努
め
、「
強
い
揺
れ
が
き

た
ら
逃
げ
る
」
を
町
民
に
呼

び
か
け
、
避
難
路
整
備
を
継

続
し
、
高
い
場
所
に
逃
げ
る

事
を
呼
び
か
け
て
い
く
。 

子
育
て
支
援
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
現
状
と
課
題
、
南
島
地

区
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
実
施
は
。

町
長　

保
育
園
は
、

園
児
の
減
少
や
低
地

に
立
地
し
て
い
る
園
が
多
く
、

統
廃
合
や
高
台
移
転
等
の
問

題
が
あ
る
。
発
達
障
が
い
、

虐
待
に
つ
い
て
も
増
え
つ
つ

あ
り
、
課
題
は
多
い
と
考
え

る
。
核
家
族
化
の
中
で
子
育

て
に
不
安
を
持
つ
親
も
あ
り
、

育
児
相
談
、
出
前
保
育
、
親

子
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
、

ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
等
を
行
な
っ

て
い
る
。

　

南
島
地
区
で
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
実
施
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
で
検
討
い
た
だ

き
、
平
成　

年
4
月
の
事
業

25

開
始
に
向
け
て
調
整
中
で
あ

る
。

そ
の
他
の
質
問

煙
冶
山
・
治
水
・
海
岸
保
全

の
保
全
対
策
に
つ
い
て

掛橋　 靖　議員

問

問答

放課後児童クラブ（南勢地区）

 災害に強い町へ
避難路整備の継続 高台へ 町長

答

笑
顔
で
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
町
へ

大
変
難
し
い
課
題
が
多
い 
艶 
町
長

高台へ
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一
般
質
問

 

町
立
病
院
の
経
営
に

お
い
て
は
、
損
益
分

岐
点
を
考
慮
し
て
、
人
材
確

保
等
の
経
費
を
把
握
し
、
経

営
の
向
上
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
。町

長　

町
立
病
院
は
、

地
方
財
政
制
度
上
、

公
営
企
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規

定
が
適
用
さ
れ
る
。
経
営
の

基
本
原
則
は
「
常
に
企
業
の

経
済
性
を
発
揮
す
る
と
共
に
、

本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の

福
祉
を
増
進
す
る
よ
う
運
営

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上

の
観
点
か
ら
、
利
益
の
追
求

が
目
的
で
な
い
為
に
、
合
理

化
や
効
率
化
の
面
か
ら
眺
め

る
と
欠
落
し
て
い
る
事
は
否

め
ず
、
今
後
は
損
益
分
岐
点

を
病
院
経
営
上
の
判
断
基
準

と
し
て
用
い
る
事
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
当
面
の
収

益
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り

組
み
と
し
て
、
一
般
病
床
を

8
床
増
床
、
午
後
の
診
療
開

始
、
救
急
体
制
の
充
実
、
健

康
教
室
の
開
催
な
ど
を
病
院

全
体
で
進
め
て
い
る
。

中山　 盛　議員

 
町
立
病
院
、
経
営
の
向
上
を

収
益
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に取り

組
む
町
長

問答

サービスの向上を

地域医療のかなめ 町立病院



－6－

一
般
質
問

 

 

農
業
後
継
者
の
育
成

・
抜
本
的
な
鳥
獣
害

対
策
等
を
総
合
的
に
推
し
進

め
る
町
の
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。町

長　

絆
プ
ラ
ン
で

8
つ
の
施
策
を
掲
げ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と

で
、
農
業
の
振
興
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

景
観
、
日
常
生
活
で

の
不
安
、
災
害
時
の

避
難
の
障
害
に
な
る
危
険
な

空
き
家
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

 

町
長　

空
き
家
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
る
地
方
自
治
体

も
出
て
き
て
い
る
。
本
町
で

も
地
震
・
津
波
等
避
難
路
確

保
等
防
災
の
観
点
か
ら
、
空

き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

の
条
例
等
の
調
査
・
研
究
を

し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問

煙
保
育
園
児
の
送
迎
バ
ス
問

題
に
つ
い
て

煙
原
発
問
題
に
つ
い
て

煙
公
金
横
領
問
題
に
つ
い
て

問

答

地震・津波対策を

空
き
家
対
策
は

調
査
・
研
究
し
て
い
く 
艶 
町
長

手塚征男　議員 
農
業
施
策
は

絆
プ
ラ
ン
を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
艶
町
長

問答

町単事業で実施中の防止柵
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町
内
各
地
で
官
民
一

体
と
な
っ
て
、
避
難

路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
次
に
行
政
が
取
り
組

む
事
は
何
か
。

 

町
長　

強
い
揺
れ
が

起
き
た
ら
す
ぐ
逃
げ

る
こ
と
を
町
民
に
呼
び
か
け

る
。
災
害
弱
者
の
方
の
避
難

方
法
の
検
討
、
二
次
避
難
所

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
指
針
と
し

て
、
絆
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ

た
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。 

町
長　

本
年
度
予
算

に
、
絆
プ
ラ
ン
実
現

の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を

事
業
に
落
と
し
込
ん
で
実
施

し
て
い
る
。
早
急
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
施
策
は
課
長

戦
略
オ
フ
サ
イ
ト
を
設
置
、

各
課
長
が
協
働
し
て
絆
プ
ラ

ン
を
進
め
る
。 

い
じ
め
問
題
が
全
国

的
に
問
題
と
な
り
、

教
育
の
あ
り
方
に
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、

当
町
は
大
丈
夫
か
。

教
育
長　

全
児
童
、

全
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
個
別
の
面
談
を
実

施
、
職
員
が
い
じ
め
の
サ
イ

ン
を
見
抜
く
力
を
高
め
、
学

校
全
体
で
対
応
し
て
い
く
。

岡本　 眞　議員

 災害への備えは
まず逃げる艶 町長

絆
プ
ラ
ン
の
進
捗
は

　
　
　
　
　
　
　

協
働
で
推
進
を 
艶 
町
長

問答

問

答

問

答

検討される二次避難所

い
じ
め
問
題
は
な
い
か

学
校
全
体
で
対
応
を

 
艶
艶
艶
艶 
教
育
長

絆プランワークショップ
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９
月
２
日
の
防
災
訓

練
は
納
得
の
い
く
訓

練
が
出
来
た
の
か
。

防
災
課
長　

大
津
波

を
想
定
し
た
訓
練
を

実
施
、
新
た
な　

ｍ
以
上
の

20

高
台
へ
の
見
直
し
を
し
た
避

難
場
所
、
避
難
ル
ー
ト
、
避

難
時
間
の
確
認
を
重
点
に
し

た
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

避
難
時
間
に
つ
い
て
は
現
在

調
査
中
で
あ
る
が　

分
以
上

15

時
間
が
か
か
る
避
難
場
所
に

つ
い
て
は
状
況
調
査
を
し
て

い
く
。

反
省
点
は

防
災
課
長　

子
ど
も

た
ち
や
若
者
の
参
加
、

特
に
体
の
不
自
由
な
人
の
参

加
が
少
な
い
よ
う
に
思
っ
て

い
る
。 

 

 

五
ヶ
所
火
葬
場
の
今

後
の
計
画
は
。

町
長　

南
伊
勢
町
火

葬
場
基
本
計
画
を
９

月
補
正
で
予
算
計
上
、
今
年

度
中
に
作
成
す
る
予
定
。 

計
画
内
容
は

町
長　

人
口
の
動
向
、

推
移
を
踏
ま
え
炉
の

必
要
数
、
地
域
性
も
踏
ま
え

場
所
の
選
定
、
町
全
体
と
し

て
集
中
型
、
分
散
型
の
検
討
、

施
設
の
規
模
、
土
地
造
成
等

を
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問答

新設の計画は（五ヶ所・宿田曽）

 訓練効果は
今後の調査も必要 防災課長

答問答

火
葬
場
の
計
画
は

　
　
　
　

基
本
計
画
を
作
成
す
る  
町
長

澤村圭也　議員

訓練参加者が増加

問答
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南
伊
勢
高
校
南
勢
校

舎
の
存
続
が
問
わ
れ

る
中
で
、
町
行
政
の
さ
ら
な

る
支
援
の
あ
り
方
は
。

教
育
長　

存
続
へ
の

危
機
と
い
う
意
識
は

非
常
に
強
く
受
け
止
め
て
い

る
。
生
徒
の
就
職
、
進
学
支

援
策
に
力
を
入
れ
、
町
の
活

性
化
・
若
者
定
住
策
と
し
て

の
存
在
も
大
き
く
、
地
域
に

密
着
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高

校
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
高

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
南
勢

校
舎
の
存
続
を
強
く
訴
え
て

い
く
。

答 問

山本周也　議員

守れ、南伊勢高校（南勢校舎）

 
南
伊
勢
高（
南
勢
校
舎
）
を
失
く
す
な

存
続
を
強
く
訴
え
て
い
く
教
育
長

子
育
て
世
代
の
定
住

化
促
進
へ
、
子
育
て

支
援
・
若
者
定
住
対
策
の
積

極
的
な
展
開
が
必
要
と
考
え

る
が
。

 

町
長　

絆
プ
ラ
ン
の

目
標
に
も
掲
げ
、
い

く
つ
か
の
政
策
の
も
と
関
連

す
る
施
策
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
若
者
定
住
促

進
は
、
町
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

高
齢
者
・
障
が
い
者

の
機
能
回
復
促
進
へ

「
足
こ
ぎ
車
い
す
」
の
活
用

を
検
討
し
て
は
。

福
祉
課
長　

担
当
職

員
か
ら
、
高
齢
で
家

に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
方
が
、

楽
し
み
に
外
出
さ
れ
た
り
、

表
情
が
明
る
く
な
っ
た
等
の

話
を
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、

町
が
一
企
業
の
一
機
種
を
推

奨
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
根

拠
が
必
要
な
の
で
、
す
ぐ
の

判
断
は
で
き
な
い
。
今
後
対

応
を
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

煙
町
立
病
院
療
養
病
棟
の
早

期
再
開
に
つ
い
て

煙
教
育
寄
付
金
２
１
４
万
円

に
関
し
て

問

答

子
育
て
世
代
に
支
援
を

　

そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
実
施
し
て
い
る  
町
長

「
足
こ
ぎ
車
い
す
」
の
活
用
を

　

す
ぐ
の
判
断
は
で
き
な
い 
艶 
福
祉
課
長

問答
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有
害
獣
（
主
に
鹿
）

に
付
着
し
て
い
る
マ

ダ
ニ
に
よ
る
日
本
紅
班
熱
の

被
害
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

早
急
な
予
防
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
。 

町
長　

マ
ダ
ニ
の
直

接
駆
除
対
策
は
確
立

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
当
面

は
原
因
と
な
る
野
生
獣
の
生

息
域
が
人
里
に
広
が
ら
な
い

よ
う
に
、
集
落
単
位
で
の
捕

獲
と
追
い
払
い
を
徹
底
す
る
。

ま
た
、
マ
ダ
ニ
予
防
方
法
に

つ
い
て
の
講
演
会
も
実
施
す

る
。 

町
立
病
院
に
お
い
て
、

医
師
、
看
護
師
雇
用
、

財
政
難
等
の
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。
早
急
な
病
院
改
革

が
必
要
と
考
え
る
が
。

 

病
院
事
務
長　

６
月
に
若
手
職
員
で

「
病
院
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

果
た
す
べ
き
役
割
と
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
一
次
救
急

へ
の
対
応
や
健
康
教
室
の
開

催
、
午
後
の
内
科
診
療
等
の

検
討
も
し
、
い
ろ
い
ろ
な
努

力
を
し
て
い
る
。

問

答

午後からの診療開始

今
こ
そ
病
院
改
革
を

 

い
ろ
い
ろ
な
努
力
を
実
施  
病
院
事
務
長

問

答

山本芳隆　議員 
早
急
な
マ
ダ
ニ
対
策
を

野
生
獣
の
捕
獲
と

追
い
払
い
を
徹
底
す
る
町
長

介
護
士
養
成
を
急
げ

 
資
格
取
得
に
受
講
料
を
助
成  
医
療
保
険
課
長

鹿の捕獲率アップ（ドロップネット）

当
町
に
お
い
て
地
域

密
着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
計
画

が
あ
る
が
、
看
護
師
、
介
護

士
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

施
設
介
護
、
在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
は
か
る
た
め

に
も
介
護
士
養
成
が
急
務
と

考
え
る
が
。 

医
療
保
険
課
長

在
宅
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
資
格
取
得
に
対
し

て
、
助
成
を
実
施
し
て
お
り
、

介
護
の
有
資
格
者
が
町
内
で

勤
務
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

養
成
し
て
い
る
。
合
併
後
７

年
間
で　

人
に
補
助
実
績
が

66

あ
る
。

問

答
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保
健
・
医
療
・
介
護

の
一
体
化
は
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
と
病
気
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
、
そ
し

て
高
齢
者
介
護
ま
で
を
総
合

的
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
。

 

町
長　

昨
年
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
の
協
議
と
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

た
た
き
台
の
作
成
を
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
先
進
市
町

の
手
法
に
学
び
当
町
な
ら
で

は
の
保
健
・
医
療
・
介
護
の

一
元
運
用
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し

て
い
く
。 

大
規
模
な
津
波
災
害

が
発
生
し
た
想
定
で
、

一
次
避
難
対
策
が
行
な
わ
れ

て
い
る
が
、
町
内
全
域
で
の

対
策
完
了
見
込
み
は
。

　

ま
た
、
二
次
避
難
対
策
の

進
捗
は
。町

長　

昨
年
度
、
現

地
調
査
を
実
施
し
、

整
備
可
能
な
避
難
場
所
等
の

整
備
は
協
議
中
の
と
こ
ろ
を

除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ

は
完
了
及
び
実
施
し
て
い
る
。

　

二
次
避
難
対
策
は
、
国
及

び
県
の
想
定
を
踏
ま
え
見
直

し
等
を
行
な
い
、
必
要
な
整

備
を
検
討
す
る
。

問

答

期待される一体化ビジョン

保健・医療・介護の一体化は
ビジョンを明確にしていく 町長

岡田和夫　議員

問答
　
　

津
波
避
難
対
策
は
万
全
か

　
　
　
　
　

ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
は
完
了
し
て
い
る 
艶 
町
長

継続される避難路整備
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防
災
上
、
保
育
所
統

廃
合
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

 

町
長　

現
在
、
統
廃

合
検
討
委
員
会
設
置

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

地
震
、
津
波
の
災
害
が
心

配
さ
れ
る
中
、
保
育
所
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
し
っ
か
り

議
論
し
て
ほ
し
い
。

 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
方
法
と
利
用
方
法

を
伺
い
た
い
。

 

生
活
環
境
課
長

運
行
す
る
時
間
帯
や

地
域
を
決
め
、
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
で
運
行
し
た
い
。

利
用
方
法
は
運
賃
前
払
い
で
、

乗
車
時
に
お
支
払
い
い
た
だ

く
。 

農
地
利
用
集
積
事
業

の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

事
業
進
捗
の

た
め
、
農
地
借
り
入

れ
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
し
て

い
る
。

問

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
方
法
は

　
　
　

運
賃
は
前
払
い
で 
艶 
生
活
環
境
課
長

問答

 保育所 統廃合の進捗は
検討委員会の設置を 町長

答

農
地
の
利
用
は

 
情
報
の
提
供
を

 
艶
艶
艶
艶
艶
艶 
町
長

西　 則孝　議員

本年度五ヶ所保育園に統合（旧船越園）

本格運行へ　デマンドバス

問

答
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海
岸
、
砂
浜
な
ど
に

河
川
か
ら
流
れ
出
た

と
み
ら
れ
る
ゴ
ミ
が
増
え
て

い
る
。

　

実
態
調
査
、
対
策
が
必
要

と
思
う
が
。

町
長　

2
漁
協
（　
13

地
区
）
が
実
施
す
る

海
洋
ク
リ
ー
ン
対
策
事
業
に

助
成
し
て
い
る
が
、
本
年
は

漁
港
維
持
管
理
委
託
料
を
計

上
し
、
漁
協
や
漁
業
者
の
方

と
共
に
撤
去
作
業
を
進
め
た

い
。 

 

 

映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル

お
菓
子
放
浪
記
」
が

東
北
復
興
支
援
と
し
て
上
映

さ
れ
た
が
、
結
果
と
今
の
思

い
は
。 

町
長　

7
4
3
枚
の

入
場
券
を
購
入
し
て

い
た
だ
き
、
一
枚
あ
た
り

1
0
0
円
が
震
災
復
興
支
援

に
充
て
ら
れ
た
。

　

上
映
の
た
め
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
、

「
支
え
合
う
人
の
心
の
や
さ

し
さ
」
と
復
興
支
援
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

 
漂
着
ゴ
ミ
対
策
は

清
掃
活
動
の
支
援
を
艶
町
長

答 問

問

答

田中喜一郎　議員

増える漂着ゴミ

東
北
復
興
支
援
は

支
援
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を 
艶 
町
長

まだまだ必要 被災地支援



まちかど　ツイッタツイッターツイッター

町の宝を守って欲しい
　9月2日に防災訓練がありました。
なんとう保育園の避難場所になってい
る、みかん山に逃げました。保育園の
先生たちが避難していましたが、他の
人たちはほとんどいませんでした。後
で聞いた話ですが、みかん山は崩れる
危険性が高いから、みんな神前霊園に
逃げたらしいです。確かに危険なのは
承知してますが、昼間子どもたちが保
育所に居た場合を考えると、逃げる場
所はみかん山しかないのですから、周
りの人たちも協力して一緒に逃げるの
を手伝うことができればなと思いまし
た。役場の皆さんも手伝ってあげれば
子どもたちも安心すると思います。

50代女性　

元気な町にしてほしい、活気ある町に
　両町が合併した事で何かメリットが
あったか…。何も思いつかない。
　今までのイベントも範囲が広すぎ
て、一部の人たちには、楽しみもある
のかもしれないけれど、参加する気に
なれない。
　夜は増え続ける、イノシシ、シカの
姿、昼間は活気のないお年寄りの姿。
あと数年もすれば…と自分の姿が重な
り希望もなくなる。
　若い人たちの意見も取り入れて、活
気のある町づくりに力を入れてほし
い。

50代女性　

合併後７年がたち…
　平成17年に合併してから７年たっ
たが、今だに１つの町になっていない
ように思う。イベントも南勢・南島地
区で交代に行なっているが、その地区
の人たちだけが集まっているのが現
実。人口減少や介護・医療の問題な
ど、課題はたくさんあるが、まず最初
に一体感のある南伊勢町にしてほし
い。保育園や小学校同士で運動会や文
化祭を一緒にやるなど、子どもの時か
ら地区を越えた交流をたくさんしても
らいたい。町民も無関心にならずに積
極的に町づくりに参加し、誇れる南伊
勢町にしていければと思う。

40代女性　

多くのご意見、ご協力を頂き、
ありがとうございます。
ご意見がございましたら

200字程度でファックスか郵送で
議会事務局までお寄せください。
〒516－0194　南伊勢町議会事務局宛

FAX　0599－66－2164

こんなすてきな所からこんなすてきな所から
乗ってみたいな乗ってみたいな
こんなすてきな所からこんなすてきな所から
乗ってみたいな乗ってみたいな
こんなすてきな所から
乗ってみたいな

虹がかかったバス停虹がかかったバス停虹がかかったバス停虹がかかったバス停虹がかかったバス停

夏ノ暑サニモマケズ

美しく咲いてくれて
ありがとう

夏ノ暑サニモマケズ

美しく咲いてくれて
ありがとう
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まちかどまちかど　ツイッターまちかど　

女性に配慮を
　平成26年度に宿田曽小学校が廃校
になると聞かされてから、小学校を眺
めながら区民にとってたいへん感慨の
深い場所になっていると思います。有
効活用については、区民の意見を尊重
し、活用利用計画を作成してもらいた
いです。
　新聞の中に、第２次避難場所でのト
イレについて書かれていました。若い
女性は、使用には抵抗を感じ、何日も
我慢していたとの事です。
　災害の避難用品の中に、「ポータブ
ルトイレ」を入れたらとの記事があり
ましたので、お知らせします。

70代男性　

子育て支援の充実を
　若者定住策や子育てしやすい町を目
指しているようだが、子育てについて
隣の市町より良い支援策もない。
　この町で結婚をして子どもを安心し
て育てられる環境を整えることが、若
者の定住につながるのでは。

40代男性　

イベント開催におもう
　秋たけなわです。運動会をはじめ、
色々なイベントが開催され、その数も
以前より多くなったのは嬉しい限りで
すが、同日、同時刻の開催があったり
して、参加者が半減してしまうのでは
と心配しています。どこかで日程調整
などしていただければ、参加する方も
増えるのではと考えます。
　開催の為、裏方で支えていただく方
々には、いつも感謝しています。

50代女性　

魅力的な町に…
　町には町外に誇れるすばらしい食
材、きれいな観光資源が豊富である。
　活性化のためには人口流出を止める
事、足を運んでくれる人を増やす事、
国道の早期整備はとても大事な要素の
１つだと思う。
　魅力的な町にするためには、考えて
いかなければいけない点が多くある。
決して解決できない事ではないと思
う。
　他の真似ごとではない独自の物を掘
り起こして実践する事が、大切なので
はないかと思う。

50代男性　

こんなすてきな所から
乗ってみたいな
こんなすてきな所から
乗ってみたいな

虹がかかったバス停虹がかかったバス停

夏ノ暑サニモマケズ夏ノ暑サニモマケズ

美しく咲いてくれて美しく咲いてくれて
ありがとうありがとう

夏ノ暑サニモマケズ夏ノ暑サニモマケズ

美しく咲いてくれて美しく咲いてくれて
ありがとうありがとう

夏ノ暑サニモマケズ

美しく咲いてくれて
ありがとう
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編
集
後
記

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
せ
等
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☎
０
５
９
９
宴
１
７
８
１

捌
０
５
９
９
宴
２
１
６
４

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
史
上

最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ち
の
輝

き
と
、
こ
の
夏
の
猛
暑
を
、

夜
長
に
漂
う
月
が
過
ぎ
去

り
し
季
節
を
懐
か
し
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

　

国
内
外
を
取
巻
く
情
勢

は
依
然
さ
わ
が
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
心
静
か

に
謙
虚
な
姿
勢
で
日
々
暮

ら
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、

皆
様
と
私
た
ち
の
『
か
け

は
し
』
に
な
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。

議会を傍聴しませんか議会広報特別委員会

委
員
長　

林　
　

孝
充

副
委
員
長　

掛
橋　
　

靖

委　
　

員　

東　

伊
久
雄

　
　
　
　

岡
本　
　

眞

　
　
　
　

山
本
芳
隆

議　
　

長　

上
村　

久
仁

１２月定例会が開催されます。

開催は１２月１１日〜１２月１８日の予定です。

是非傍聴してください。

（当日、総務課で受付をすればＯＫです）

み んな で やっ とるで ～
町内のがんばっている人を紹介します！

　私たち南伊勢町軟式野球クラブは
2005年に創部、部員は19才〜46才の
28名で構成されています。
　活動内容は、全日本野球連盟に加盟し、
年間約10大会程に参加しています。
チームも年々力を付け、昨年は県大会で
2回優勝し、全国大会出場を果たしまし

た。今年は県大会優勝2回、全国大会ではベスト4まで勝ちあがりました。
　野球以外での活動は、町内清掃、野球教室、町内行事への参加を行ない、地域貢献にも
力を入れています。これらの活動を通して、これからの若い人たちが南伊勢町に住みやす
い環境をつくっていきたいと思います。

南伊勢町軟式野球クラブ

自
治
功
労
者
表
彰

町
村
議
会
議
長
会

町
村
議
会
議
長
会

町
村
議
会
議
長
会

　

9
月　

日
㈫
、
定
例
会
が

11

開
催
さ
れ
る
前
に
、
平
成　
24

年
度
自
治
功
労
者
表
彰
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

●
町
議
会
議
員

　
　

満　

年
以
上
在
職

１３

　
　

上
村
久
仁　

議
員

●
町
議
会
議
員

　
　

満　

年
以
上
在
職

２１

　
　

手
塚
征
男　

議
員

　
　

岡
田
和
夫　

議
員

集募 議会だよりでは町のがんばり屋さんを募集しています。自薦他薦は問いません。

どんなことでもかまいません。　※下記の議会事務局まで


